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第８回 渡島・檜山地方道路防災連絡協議会 

会議録（要旨） 

 

１．概要 

 １）開催日時 ： 平成 16 年 11 月 16 日（火） 13:30 ～ 15:30 

２）場  所 ： ホテルオークランド 

 ２）出 席 者 ： 別表 に記載 

 ３）議  事 ： （１）前回議事の確認について 

   （２）函館海洋気象台の参画について 

 （３）道路防災連絡協議会の活動状況について 

 （４）平成 16 年度 道路防災事業について 

 （５）今後の防災情報の共有について 

         （６）道路管理者が提供している情報について 

 （７）その他 ・協議会ホームページ及びパンフレットの作成について 

   ・情報連絡マニュアルの作成について 

   ・協議会委員名簿、駒ヶ岳防災シンポジウムについて 

 

２．配布資料 

・ 議事次第 

・ 出席者名簿 

・ 座席表 

・ 資料－１：第 7 回 渡島・檜山地方道路防災連絡協議会 会議録（要旨） 

・ 資料－２：渡島・檜山地方道路防災連絡協議会規約 

・ 資料－３：道路連絡協議会の活動状況について 

・ 資料－４：平成 16 年度 道路防災事業について 

・ 資料－５：今後の防災情報の共有について 

・ 資料－６：函館開発建設部が提供している情報について 

・ 参考資料：協議会ホームページについて 

・ 協議会パンフレット 

・ 情報連絡マニュアル（各 3 部） 

・ 渡島・檜山地方道路防災連絡協議会 委員・担当一覧 

・ 北海道駒ヶ岳防災シンポジウムのリーフレット 

 

３．議事項及び質問等について 

３－１．議事１ 前回議事の確認について（資料－１） 

・ 平成 15 年 11 月 13 日に開催した第 7 回協議会の議事について、資料 1 の会議録要

旨に基づき、事務局より説明を行った。 

→ 出席者からの質問・意見は挙がらなかった。 
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３－２．議事２ 函館海洋気象台の参画について 

・ 昨年の台風 10 号以来、気象台との情報面や体制面での連携がこれまで以上に必要

とされ、特に今後の情報伝達体制等の確立においては気象関係機関との連携が不可

欠である。よって、当協議会に函館海洋気象台を構成機関として追加することにつ

いて、事務局が説明した。 

→ 会長より、このことについて構成機関の承認を求め、全会一致で承認された。 

規約が変更となるため、後日構成機関に変更後の規約を送付することとなった。 
 
 

３－３．議事３ 道路防災連絡協議会の活動状況について（資料－３） 

・ 平成 12 年 11 月 21 日に設立された当協議会について、設立経緯やこれまでの活動

内容について事務局より説明を行った。 

→ 出席者からの質問・意見は挙がらなかった。 
 
 

３－４．議事４ 平成 16 年度 道路防災事業について（資料－４） 

・ 開発建設部及び土木現業所より、道路防災事業の紹介が行われた。 

・ 開発建設部では高規格幹線道路（函館・江差自動車道）や地域高規格道路（函館新

外環状、国縫道路）、また一般国道の整備や現道の隘路解消など目的として 4 箇所

（雲石道路、尾札部道路、鹿部道路、蛯谷防災）で事業を行っている。 

・ 土木現業所では道道の整備として北檜山大成線と函館南茅部線を主に紹介してお

り、このうち北檜山大成線はバイパス効果が功を奏して台風 18 号による被害から

免れたことは道路防災事業としても非常に効果が大きいといえる。 

→ 出席者からの質問・意見は挙がらなかった。 
 
 

３－５．議事５ 今後の防災情報の共有について（資料－５） 

・ 管内における自治体との防災情報の共有として「駒ヶ岳火山防災 WAN」の運用を

行っている。背景としては、駒ヶ岳を監視している北海道が情報を効率的に伝送す

る手段として開発建設部の光ファイバを活用したことが契機となり、これにより駒

ヶ岳の火山観測情報や国道のカメラ映像を共有することとした。 

・ 将来的には全道レベルで情報共有できることをイメージしている。 

・ 「駒ヶ岳火山防災 WAN」を利用している関係機関に利用についての聞き取り調査

を行った結果について紹介を行った。 

→ 会長より“情報の追加や機能の追加はどのように対応することとしているの

か”との質問があり、これについて事務局は“各機関からの意見を受けなが

ら改造を行う予定であるが、当面は道路・河川に関する一般に見れる情報項

目を優先的に進めていきたい”と回答した。 
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３－６．議事６ 道路管理者が提供している情報について（資料－６） 

・ 函館開発建設部（北海道開発局）が提供している情報として、「道路情報提供シス

テム」「道の駅情報提供端末」「北の道ナビ」「i-FAX」の 4 点について、事務局が説

明した。 

→ 出席者からの質問・意見は挙がらなかった。 
 
 

３－７．その他① 協議会ホームページ及び協議会パンフレットの作成 

・ 協議会ホームページの正式運用、及び協議会パンフレット（案）について、事務局

が説明した。 

・ 協議会ホームページはこれまで暫定運用を行っていたが、今年度より正式運用を行

ったこと、並びにコンテンツについて説明した。 

・ 協議会パンフレットについては、事前に行ったアンケート結果を反映したものであ

ることを説明した。 

→ 会長より同席している報道関係者に対し“ホームページの構成機関用コンテ

ンツには個人情報等が含まれるため ID とパスワードの取り扱いには注意して

頂きたい”との申し出をした。 
 
 

３－８．その他② 情報連絡マニュアルの作成 

・ 情報連絡マニュアルは、道路情報の流れを明確にすること、道路管理者への連絡先

を明記すること、各機関の防災担当部署に確実に連絡されていることを確認するた

めに作成したものである。これには連絡網や各機関の担当窓口の部署や電話番号が

記載されており、これを協議会構成機関のなかで共有したいと考えている。 

→ 会長より同席している報道関係者に対し“取り扱いには注意して頂きたい”

との申し出をした。 
 
 

３－９．その他③ 協議会委員名簿、駒ヶ岳シンポジウムについて 

・ 当協議会の最新の委員名簿を配布した。 

・ 11 月 25 日に鹿部町中央公民館にて、「駒ヶ岳防災シンポジウム」を開催することを案

内した。 

→ 出席者からの質問・意見は挙がらなかった。 

 

以上 






